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学校・家庭・地域連携事業 地域教育推進課

生涯学習の推進

学校と家庭・地域社会が連携を深め、互いの教育力を活用しながら、その向上を図っていくため、学
校支援ボランティアやＰＴＡ活動への支援、大人と子どもがともに学ぶ場を提供するための環境づく
りを進める。
また、身近な地域で、すべての保護者が家庭教育に関する学習や相談ができるよう、子育てに関す
る学習機会・情報提供や、学校との連携による家庭教育の仕組みづくりを推進する。

学校支援地域本部事業における学校支援活動ボランティアについては、ほぼ横ばいである。楽習
室の参加人数については、天候不順による開催中止等の影響により減少した。
親楽習講座実施回数については、小・中学校の児童生徒向けの講座が増加するも、保護者向け
講座の実施が減少した。

学校教育と社会教育（家庭・地域社会）の双方のニーズに合った事業をコーディネートし、また、学
校を支援する人材の発掘等を行う。また、家庭教育・子育て支援を推進するため、親学習をはじめ
とする各種講座を実施するとともに、親力推進協議会と連携・協力をしながら、地域における家庭教
育支援の取り組みをサポートする。

事業の概要

指標の推移

事業の評価

市内各小・中学校を支援する地域人材による地域コーディネーターにより各種事業のコーディネー
トができ、また、家庭教育・子育て支援を推進するため、親学習をはじめとする各種講座の実施や、
親力推進協議会との連携による家庭教育・子育て支援の推進を継続して行えた。
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今後の
方向性

現状維持

H28当初予算

8,382

担当課

事業の指標 単位 H28 H29 H30 H31 H32

１

２

３

1,100

1,100 1,100人学校支援地域本部事業にお
ける学校支援ボランティアの人
数（述べ人数） 実

予

5,603

6,000 6,000人楽習室の参加人数

実

予

21.0

22.0 22.0回親楽習講座実施回数

実

予


